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住み手主体のコーポラティブ住宅・
実践の今

そしてサプライズ！ハプニング！が起こる！自分（たち）で創るのは面白い！

自分（たち）で暮らすのは楽しい！



2 住み手主体のコーポラティブ住宅・実践の今

1 コーポラティブ住宅は
【自分たちで創る家】だから、
①自分で好い所を探し良い家を建 
　てることができる素晴らしい仕
　組みだ。そこから生まれる、人
　たちの暮らしを豊かに受け容れ
　るハードの確保につながり、
②そこに暮らし、愛着ある住まい・
　建物の維持管理をし、地域居住
　生活を楽しむことにつながって
　いく。

　そんな事例を、私の設計コーディ
ネイトした事例だけで見てみよう。

　 こ れ は、 大 阪 市 の 豊 里（ 公 団 ）
団地の一角に 1987 年完成した。

  
　当時は、大阪府の企業局も、泉
北を中心に、コーポラティブ住宅
に土地を供給した時代である。
 

　上は、箕面川に面した高木林立
の 駅 近 物 件 だ。 交 通 と 自 然 環 境。
いずれも、家を求めるみんなが大
事にする居住条件だ。住まう環境
条 件 が 先 で 家 の 形 態 は 後 だ か ら、
多様多彩なコーポラティブ住宅空
間の要望が実現する。 

　ここには、防音装置完備のリビ
ング＝ピアノ教室の単身音楽家の
住まいがある。
　都心になれば、もっとユニーク
な空間が発生する。大阪市中央区、
都住創のコーポラティブハウスが
右に見える写真中央の「ベクトル
パーク」の 2 階の住宅が面白い。 

  

　ここには公園を背景にして、狂
言師の道場・舞台が居間と相互合
い乗り入れして出来上がる。

　京都の都心では、地下にバレー
ホールが住まい手の要望で出来上
がる。

　吹田では、なんと太鼓ホールが
一階にあるコーポラティブ住宅も
ある。
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　もちろん上階に住む人たちが望
んでできたものである。彼らはプ
ロはだしの太鼓サークル員で、Ｎ
Ｐ Ｏ 法 人 を 作 っ て 所 有 し て い る。
500mm 厚 の ス ラ ブ が な ん と か 上
の静かな暮らしを保障する。

　2000 年 に 完 成 し た 奈 良 平 城
ニュータウンの「つなね」は郊外
に「 ゆ と り あ る 暮 ら し を し た い 」
人たちが集まって完成した。将来、
建物が木々に埋もれるイメージだ。

　建築後１０年たって、木々の成
長が著しく、計画当初のイメージ
に 近 づ く い て き た。 構 造 は 秀 逸。
これほどスケルトンとインフィル
を分離するというテーマを明快に
果たしている事例は他にないと自
画自賛する。

　上図は、コンクリートの骨格構
成図。外壁は木造、屋根は鉄骨造
としている。

　築後２年、増築できるという実
績をのこした。ＲＣステージから
へこんでバルコニーだったところ
を、子供室に増築したのだ。

　豊かな環境と、自由な暮らしは、
多彩なコミュニケーションを誘引
してきた。

　料理上手のＫさん宅では、招待
食事会がしばしば設される。広々
とした共用庭には、豪快なこいの
ぼり。

  

　完成後１年たって、居住生活の
経 験 を 踏 ま え て み ん な で 考 え て
造った集会室では、様々なことが
起こる。
陶器市、もちつき、映画会、寺子屋、
お茶の会・・・・・・・・。

　
建 設 時 の 小 さ な 木 々 が 生 長 す る。
個々好きずきに植えたパーソナル
ツリー、みんなで選んだシンボル
ツリーの手入れ、身の回りの自主
メンテナンス作業も楽しそうだ。
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住み手主体のコーポラティブ住宅・実践の今

　家族のコミュニティがつくりだ
したコーポラティブ住宅もある。
　石川県から大阪地域に出て、家
族を持った兄弟姉妹が子供を足し、
13 人で居住する。

　写真右の浴室には男女混浴５人
の い と こ た ち が は し ゃ い で い る。
10 人を超える人数が、最上階でお
りなす土曜日夜の食事、入浴の光
景がなんとも素晴らしく、今の家
族生活には見られなくなった活気
がある。

　21 世紀にはいってコーポラティ
ブ住宅のハードが変化してきた。
木造化（低層化）であり、小規模
化である。
　今、社会経済がそれを求めてい
る。

   

　木造のコーポラティブ住宅は地
方都市でも有効なようだ。上は岡
山市に 2 年続いて完成した 2 物件
である。

　最後に、コーポラティブ住宅の
ハウジングの優位性を画像でまと
める。


